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議
員
障
が
い
の
あ
る
方
の

ス
ポ
ー
ツ
の
実
施
状
況
は
。

答
当
市
で
は
、
平
川
市
身

体
障
害
者
福
祉
会
が
津
軽
地

区
及
び
県
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
、

地
域
を
超
え
た
参
加
者
間
の

交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
福
祉
事
業
所
に
お
い
て

も
、
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
、

団
体
と
し
て
大
会
に
参
加
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

議
員
障
が
い
の
あ
る
方
と

健
常
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
交
流
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答
当
市
で
は
、
年
間
を
通

し
て
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

１
つ
に
、
平
川
市
ス
ポ
ー
ツ

デ
ー
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。
誰
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

市
民
、
市
内
各
種
団
体
及
び

市
内
学
校
や
企
業
等
に
通
う

方
を
対
象
に
開
催
し
、
今
年

は
、
令
和
８
年
度
に
青
森
県

で
開
催
さ
れ
る
青
の
煌
め
き

あ
お
も
り
国
ス
ポ
の
平
川
市

開
催
競
技
で
あ
る
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
等
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
障
が

い
の
あ
る
方
の
参
加
に
つ
い

て
は
、
担
当
課
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
交
流
で
き
る
よ

う
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
実
施
で
き
る
か
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

小
お
野
の
　誠

まこと
 議員

スポーツ振興対策

質 問 事 項 質問議員 ページ
スポーツ振興対策 小野　　誠 P2
医療的ケア児 小野　　誠
児童生徒の国際交流 小野　　誠
帯状疱疹ワクチン 齋藤　　剛 P3
入札 齋藤　　剛
持続可能な農業の推進 葛西　厚平
特定健康診査 葛西　厚平
マイナ保険証 葛西　厚平
移住促進事業の問題点 葛西　厚平 P3
平川市の令和６年稲作 佐藤　　保 P4
平川市の選択的夫婦別姓 佐藤　　保
森林環境譲与税 佐藤　　保
平川市デマンド交通「のらっさ」 齋藤　律子
ごみ問題 齋藤　律子
平川市財政運営計画 齋藤　律子 P4
高齢者ふれあいセンター条例廃止
と高齢者温泉施設利用支援事業 齋藤　律子

避難所の環境改善 中畑一二美
障がい者の社会参加の促進 中畑一二美
終活支援 中畑一二美 P5
香害と化学物質過敏症 中畑一二美
職員の離職防止 北山　弘光 P5
猿賀公園 石田　昭弘
ひらかわトラックマーケット 石田　昭弘
風力発電 石田　昭弘 P6
マンホールの安全対策 葛西　勇人
空き家・空き地対策の現状 葛西　勇人 P6
平川ねぷたまつり 葛西　勇人

平川市の今とこれから

一般質問
　平川市のいろいろな課題等について、議員が市に考
えを聞くのが一般質問。
　全質問項目は下表のとおりです。
　議会だよりでは、質問した議員ごとに１項目を抜
粋・要約して記載しております。

今回は９名の議員が質問しました

平川市議会会議録

一般質問一般質問の全文は平川市ホームページで読むことができます。
インターネットで「平川市議会　会議録」と検索するか
QRコードをご利用ください。

ひらかわドリームアリーナ

障がいのある方の
スポーツ活動には
様々な有益性があります

ひらかわ市議会だより 第77号 2



議
員
帯
状
疱
疹
は
水
痘
・

帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
が
加
齢
、

疲
労
、
病
気
な
ど
様
々
な
要

因
に
よ
る
免
疫
低
下
に
よ
っ

て
発
症
す
る
疾
病
で
あ
り
、

50
歳
代
か
ら
特
に
発
症
率
が

高
く
な
る
と
い
う
。
現
在
使

用
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
の

種
類
と
県
内
の
接
種
費
用
助

成
の
実
施
状
況
を
伺
う
。

答
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
は
生

ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
の
２
種
類
で
、
生
ワ
ク
チ

議
員
移
住
の
大
き
な
問
題

点
は
働
き
口
で
、
年
齢
が
上

が
る
ほ
ど
正
規
で
の
採
用
が

難
し
く
な
る
。
こ
の
現
状
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

答
当
市
で
は
、
様
々
な
移

住
・
定
住
施
策
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
１
つ
に
、
県
と

の
共
同
事
業
で
は
あ
り
ま
す

が
、
移
住
促
進
に
お
け
る
就

業
面
で
の
支
援
に
つ
い
て
、

東
京
圏
か
ら
平
川
市
へ
就
業

や
起
業
に
よ
り
移
住
し
て
き

ン
は
接
種
費
用
約
８
千
円
で

１
回
接
種
、
約
50
％
の
予
防

効
果
で
持
続
期
間
は
５
年
、

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
費

用
約
２
万
２
千
円
で
２
回
接

種
、
90
％
以
上
の
予
防
効
果

で
持
続
期
間
は
９
年
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、

む
つ
市
、
六
ケ
所
村
、
蓬
田

村
、
西
目
屋
村
の
４
自
治
体

が
50
歳
以
上
に
１
回
当
た
り

上
限
１
万
円
ま
た
は
接
種
費

用
の
２
分
の
１
を
助
成
し
て

た
方
に
対
し
、
移
住
支
援
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
就
業
面
の
支
援
と

将
来
的
な
地
元
へ
の
移
住
・

定
住
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

議
員
青
森
県
の
多
く
の
自

治
体
は
、
平
成
の
大
合
併
以

降
、
お
お
む
ね
10
％
か
ら

20
％
の
人
口
が
減
少
し
て
い

る
が
、
今
後
、
事
業
を
強
化

し
て
い
く
考
え
は
。

答
当
市
で
は
、
第
２
期
平

い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
へ
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

現
在
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を
Ｂ
類

の
定
期
接
種
に
位
置
づ
け
る

検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

当
市
で
は
定
期
接
種
化
の
決

定
を
待
た
ず
、
助
成
開
始
に

向
け
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

議
員
国
の
決
定
を
待
た
ず
と

い
う
形
で
非
常
に
よ
い
と
思
う
。

な
る
べ
く
早
く
お
願
い
し
た
い
。

川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、

人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
特
に
、
子
育
て

し
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

ま
ち
を
目
指
し
て
、
結
婚
・

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
対

す
る
支
援
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
移
住
・
定
住
対

策
を
継
続
的
に
進
め
な
が
ら
、

新
た
な
施
策
に
つ
い
て
検
討

し
、
今
後
も
事
業
の
強
化
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

齋
さい
藤
とう
　剛

たけし
 議員

帯状疱疹ワクチン

葛
か
西
さい
厚
こう
平
へい
 議員

移住促進事業の
問題点

一般質問

つづらごの後遺症に悩む方もいます平川市移住ガイド　ひらかわの人になる

接種費用助成の
　　　早期実現を願う

移住者増加のための
支援を

議長が行く！ 令和６年度平川市二十歳の成人式
令和７年１月12日、文化センターにおいて、令和６年度平川市二十歳の成人式が開催され、
石田隆芳議長が出席し、二十歳を迎える皆さまにお祝いの言葉を送りました。3



議
員
ア
リ
ー
ナ
や
４
つ
の

集
会
施
設
の
改
修
や
改
築
等

で
借
り
た
分
の
利
率
が
令
和

７
年
４
月
か
ら
大
幅
に
上
が

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
令

和
６
年
度
は
45
億
円
の
借
金

返
済
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
平
川
市
の
財
政
運
営

は
不
測
の
事
態
が
生
じ
て
も

対
応
で
き
る
の
か
。

答
今
回
の
繰
上
償
還
は
令

和
元
年
度
に
借
入
し
た
緊
急

防
災
・
減
債
事
業
債
の
２
件

で
、
令
和
７
年
３
月
の
利
率

見
直
し
で
大
幅
に
上
昇
す
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

繰
上
償
還
を
実
施
す
る
こ
と

で
１
億
円
以
上
の
負
担
軽
減

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
令
和
７
年
度
以
降
も
交

付
税
参
入
は
継
続
さ
れ
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
保
有
額
は
台

風
19
号
の
復
旧
に
要
し
た
経

費
の
20
億
円
を
１
つ
の
目
安

と
し
て
お
り
、
令
和
10
年
度

末
の
基
金
保
有
残
高
は
約
55

億
円
の
見
込
み
で
あ
る
た
め
、

十
分
な
基
金
残
高
を
有
し
て

お
り
ま
す
。

議
員
今
後
の
財
政
運
営
に

対
す
る
影
響
は
。

答
起
債
の
借
入
条
件
は
５
年

ご
と
の
変
動
金
利
を
基
本
と
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
そ

の
時
々
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
、

市
債
管
理
基
金
を
活
用
し
た
繰

上
償
還
を
行
う
な
ど
、
将
来
負

担
が
少
な
く
な
る
よ
う
財
政
運

営
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

齋
さい
藤
とう
律
りつ
子
こ
 議員

議
員
米
の
急
激
な
価
格
高

騰
が
続
い
て
い
る
が
、
令
和

６
年
の
米
の
作
付
状
況
、
消

費
者
ま
で
の
流
通
ル
ー
ト
に

つ
い
て
、
高
騰
の
原
因
を
市

で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
伺
う
。

答
作
付
面
積
と
農
林
課
が

独
自
に
調
査
し
た
推
計
の
生

産
量
に
つ
い
て
、
主
食
用
米

が
約
１
，６
２
４
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
約
９
，７
９
２
ト
ン
。

飼
料
用
米
が
約
６
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
約
３
７
９
ト
ン
。

大
豆
が
約
２
１
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
約
４
６
５
ト
ン
で
す
。

次
に
、
消
費
者
ま
で
の
流
通

ル
ー
ト
は
、
一
般
的
な
自
主

流
通
米
、
政
府
備
蓄
米
、
農

家
が
直
接
販
売
す
る
米
の
３

つ
が
あ
り
ま
す
。
高
騰
の
原

因
は
、
昨
年
の
猛
暑
に
よ
る

米
の
供
給
量
不
足
な
ど
に
よ

り
米
の
取
扱
業
者
に
よ
る
引

き
合
い
が
強
ま
っ
た
こ
と
が

原
因
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

議
員
今
の
価
格
水
準
は
、

農
家
が
生
産
を
続
け
ら
れ
る
と

こ
ろ
に
達
し
た
と
思
う
が
、
周

辺
が
水
田
の
平
川
市
民
が
高
価

格
で
購
入
し
て
い
る
状
況
に
違

和
感
を
覚
え
る
。
米
の
価
格
高

騰
に
対
す
る
消
費
者
の
た
め
の

支
援
策
は
あ
る
の
か
。

答
原
油
や
電
気
料
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
物
価
が
上
昇
し
て

い
る
中
で
、
今
の
と
こ
ろ
、

米
だ
け
に
支
援
を
行
う
こ
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

佐
さ
藤
とう
　保

たもつ
 議員

平川市財政
運営計画

平川市の
令和６年稲作

建設中の市役所本庁舎（令和３年） 米の価格高騰は消費者に打撃を与え続けています

米の価格高騰の状況と
消費者への負担軽減策は

一般質問

不測の事態に対応できる
財政運営となっているのか

ひらかわ市議会だより 第77号 4



議
員
当
市
に
お
い
て
も
、

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
単
身

世
帯
の
支
援
を
行
う
終
活
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

終
活
情
報
登
録
事
業
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答
終
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、
弘

前
圏
域
権
利
擁
護
支
援
セ
ン

タ
ー
が
圏
域
の
自
治
体
で
共

同
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
圏
域
で
の
実
施
の
可
能

性
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て

議
員
市
職
員
の
離
職
者
等

の
現
状
と
対
策
は
。

答
令
和
６
年
11
月
末
時
点

で
、
２
名
が
離
職
し
て
い
ま

す
。
離
職
等
の
対
策
と
し
て
、

相
談
員
を
選
出
し
た
職
場
体

制
づ
く
り
、
メ
ン
タ
ル
不
調

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
、
産
業

医
に
よ
る
職
員
の
健
康
保
持

増
進
を
目
的
と
す
る
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
人
事
評
価
に
お
け
る

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
終

活
情
報
登
録
事
業
に
つ
い
て
、

関
連
す
る
事
業
と
し
て
、
な

ん
で
も
相
談
会
で
の
不
動
産

管
理
な
ど
に
関
す
る
相
談
受

付
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
の

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
作
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
高
齢
者
単
身

世
帯
等
を
対
象
に
親
族
等
の

連
絡
先
を
記
載
す
る
救
急
連

絡
シ
ー
ト
配
付
事
業
な
ど
を

実
施
し
て
お
り
、
ま
ず
は
、

既
存
の
事
業
の
普
及
に
努
め
、

面
談
に
よ
り
、
全
職
員
が
上

司
と
の
意
見
交
換
が
で
き
る

場
を
設
け
て
い
ま
す
。

議
員
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ

る
離
職
等
は
あ
る
の
か
。

答
当
事
者
双
方
か
ら
の
事
実

確
認
を
し
た
う
え
で
対
応
し
て

お
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
確
定

し
た
内
容
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
令
和
６
年
第
２
回
定

例
会
で
の
答
弁
に
あ
っ
た
、

適
材
適
所
の
人
員
配
置
の
考

え
に
つ
い
て
伺
う
。

終
活
情
報
登
録
事
業
は
、
終

活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
置

の
可
能
性
と
併
せ
て
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
新
聞
報
道
で
は
国
内

の
単
身
世
帯
が
２
０
２
５
年
に

は
40
％
に
達
す
る
と
報
道
さ
れ

て
い
る
が
、
平
川
市
は
既
に

40
％
を
超
え
て
い
る
。
家
族
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
て
、
亡
く
な
っ

た
後
も
尊
厳
が
守
ら
れ
る
仕
組

み
が
必
要
と
考
え
る
。

答
職
員
数
の
適
正
化
を
図

り
つ
つ
、
複
雑
か
つ
多
様
化

す
る
市
民
の
行
政
需
要
に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
、
職
員

の
能
力
や
経
験
を
生
か
す
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。
将
来

を
見
据
え
た
人
材
育
成
を
目

指
し
た
適
材
適
所
の
人
員
配

置
を
基
本
と
し
て
お
り
、
幅

広
い
視
野
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
新
た
な
部
署
で
経

験
を
積
ん
で
も
ら
う
こ
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

中
なか
畑
はた
一
ひ
二
ふ
美
み
 議員

終活支援

北
きた
山
やま
弘
ひろ
光
みつ
 議員

職員の離職防止

使用しているエンディングノート（令和６年度）市職員には相談員や総務部等への相談する場があります

身寄りのない高齢者
単身世帯の方を支援する
仕組みを

新たな部署ではカバー
する体制が重要です

一般質問

議会ｍｉｎｉコラム 平川市議会議員研修会
令和７年１月20日、地方公共団体政策支援機構の長内紳悟氏を講師に、決算カードの見方、活用
法について研修しました。決算カードを通じた当市の財政の分析、活用方法を習得しました。5



議
員
空
き
家
・
空
き
地
対

策
と
し
て
、
所
有
者
不
明
土

地
・
建
物
管
理
制
度
、
管
理

不
全
土
地
・
建
物
管
理
制
度

の
活
用
が
有
効
と
考
え
る
が
、

現
状
と
そ
の
課
題
を
伺
う
。

答
現
時
点
で
は
実
績
が
あ

り
ま
せ
ん
。
課
題
と
し
て
は
、

隣
地
所
有
者
自
ら
が
申
立
て

を
進
め
る
な
ど
手
続
が
煩
雑

で
あ
る
こ
と
、
申
立
費
用
が

自
己
負
担
で
あ
る
と
と
も
に
、

不
動
産
管
理
の
費
用
相
当
分

と
し
て
、
予
納
金
を
納
付
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

議
員
市
民
が
こ
れ
ら
の
新

制
度
を
活
用
し
や
す
く
す
る

た
め
、
①
制
度
の
周
知
と
相

談
窓
口
の
充
実
、
②
申
立
支

援
と
し
て
、
弁
護
士
の
紹
介

や
予
納
金
を
含
む
費
用
支
援
、

③
公
益
性
が
高
い
と
判
断
し

た
場
合
は
、
平
川
市
空
家
等

対
策
協
議
会
や
関
係
団
体
な

ど
と
相
談
し
な
が
ら
、
当
市

が
利
害
関
係
人
と
な
っ
て
申

立
て
す
る
方
策
も
考
え
て
も

ら
い
た
い
。
ま
た
、
空
き
家・ 

空
き
地
の
通
報
解
決
率
の
指

標
を
新
設
し
、
解
決
率
ア
ッ

プ
に
向
け
て
対
策
予
算
や
人

員
の
拡
充
も
検
討
願
い
た
い
。

答
先
進
自
治
体
の
取
組
内

容
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
特

定
空
家
化
す
る
前
の
予
防
対

策
や
、
法
に
基
づ
い
た
迅
速

な
措
置
を
検
討
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

葛
か
西
さい
勇
はや
人
と
 議員

議
員
令
和
６
年
２
月
、
事

業
者
に
よ
る
風
況
観
測
調
査

開
始
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
令
和
６
年
第
４
回
定
例

会
の
提
出
議
案
に
は
、
風
況

観
測
塔
設
置
に
よ
る
歳
入
、

土
地
貸
付
収
入
及
び
立
木
伐

採
補
償
料
の
記
述
が
あ
る
が
、

風
況
観
測
調
査
の
事
業
内
容

を
伺
う
。

答
風
況
観
測
塔
の
設
置
場

所
は
、
調
査
な
ど
の
後
に
変

更
と
な
り
、
大
字
大
光
寺
財

産
区
の
所
有
す
る
白
手
山
山

頂
付
近
の
土
地
と
な
り
ま
し

た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
当

初
、
本
年
４
月
か
ら
５
月
に

か
け
て
周
辺
住
民
へ
の
説
明

会
を
開
催
し
、
風
況
観
測
塔

の
設
置
が
進
め
ら
れ
る
予
定

で
し
た
が
、
輸
送
ル
ー
ト
の

再
検
討
を
行
う
必
要
が
生
じ

た
た
め
、
説
明
会
は
８
月
に

延
期
と
な
り
ま
し
た
。
風
況

観
測
は
令
和
８
年
ま
で
の
２

年
程
度
の
期
間
を
か
け
て
調

査
を
行
う
予
定
で
す
。

議
員
事
業
者
に
よ
る
風
力

発
電
事
業
計
画
は
示
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答
当
市
の
小
国
地
区
及
び

大
鰐
町
の
一
部
を
事
業
予
定

地
と
し
て
、
陸
上
風
力
発
電

事
業
を
計
画
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
今
後
行
わ
れ
る

様
々
な
調
査
や
法
令
、
条
例

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
事
業

実
施
の
有
無
も
含
め
、
決
定

す
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

石
いし
田
た
昭
あき
弘
ひろ
 議員

空き家・空き地対策の
現状 風力発電

一般質問

平川市の空き家は1,610戸と推定されています

市民のための周知と
支援を

風向きや強さなどを詳しく調査します

事業の詳細と現状は

ひらかわ市議会だより 第77号 6



石郷（パイプハウス）、唐竹（りんご園）

豪雪被害現地視察

ドローンを使用した遠隔被害確認

緊急対策事業の説明

消防事務組合本部大会議室にて
こども園の現状を視察
（はすね子ども園）救急車両の設備を説明

保育の概要を説明
（高城こども園）

消防と救急の今は？ 保育、放課後児童クラブの現状と
今後の取り組み●参加議員／葛西厚平議員、中畑一二美議員

　　　　　　福士　稔議員、桑田公憲議員 ●参加議員／ 小野　誠議員、葛西勇人議員、山谷洋朗議員
　　　　　　石田昭弘議員、齋藤律子議員

弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合

は
す
ね
子
ど
も
園
、高
城
こ
ど
も
園
、碇
ヶ
関
中
央
こ
ど
も
園

　令和７年１月30日に弘前地区消防事務組合本部
で消防・救急活動体制の現状について研修し、平川
市の消防・救急需要体制を調査しました。
　弘前地区消防事務組合は、平成25年の広域化に
よりスケールメリットを生かした体制で強化されて
います。職員数は東北６県で４番目の規模となって
おり、私たちの暮らしの安全・安心のために必要な
設備や車両等が配備されています。
　調査の結果、当市の消防・救急需要が満たされて
いる体制であり、市民の安全・安心な暮らしに職責
を果たしていることが確認できました。今後の課題
としては、増加傾向にある救急需要や多様化する災
害の対応などが挙げられるとのことで、今後も地域
のために職務に邁進してほしいと思います。

　令和７年１月24日に、はすね子ども園、高城こ
ども園、碇ヶ関中央こども園で保育、放課後児童ク
ラブの現状と今後の取り組みについて調査しました。
　こども園・放課後児童クラブの概要や問題点につ
いて説明を受け、アレルギーを含む給食対応や感染
症対策、病気時の対応、虐待防止対策、登降園管理
など、子どもたちが健やかに育つ環境が整っている
ことを確認しました。
　現場での問題点として、保育士不足、少子化など
による入所児童数の減少、家庭における養育環境の
改善などが挙げられ、安心して子どもを育てること
ができる環境が求められます。
　問題点に対する立案や提言を通して、行政と議会
が一丸となって子育てしやすさナンバーワンのまち
の実現を目指してまいります。

市議会では、まちづくりの参考、政策立案の実現に向
け、先進地事例を学ぶため視察研修を行っています。
市政の重要課題について分析や理解を深め、執行
機関の監視機能の強化を図るため研修した内容を
報告します。

所管事務調査・
　　　視察報告

豪雪の被害状況と対策事業を確認
●参加議員／水木悟志議員、葛西厚平議員、小野　誠議員、北山弘光議員
　　　　　　葛西勇人議員、中畑一二美議員、石田昭弘議員、石田隆芳議員
　　　　　　工藤秀一議員、福士　稔議員、佐藤　保議員、桑田公憲議員
　　　　　　齋藤律子議員

　令和７年２月３日に石郷地区のほ場、唐竹地区のりんご園で被害状況を視
察し、所有者や農林課職員から説明を受け、年末年始の大雪被害の甚大さを
再確認しました。その後、本庁舎にて、農林課職員より緊急対策事業の説明
を受けました。
　雪解け後にさらなる被害が確認されると思われますが、市内でも広く被害
を受けており、パイプハウスの倒壊は27棟の被害が確認されています。
　なお、農林課では、農業者の皆さんの被害を最小限に抑えるため、平川市
農道除雪対策事業、農業雪害対策緊急支援事業などを実施しており、今後も
必要に応じて各支援を検討していました。議会としても被害に遭われた皆さ
まの声をしっかり受け止め、迅速かつ適切な支援策を講じるよう、行政へ働
きかけてまいります。

所管事務調査（総務企画常任委員会） 所管事務調査（教育民生常任委員会）

7



議会だよりは　３月・６月・９月・12月　の年４回発行。次号は　　　　　 発行の予定です。6月15日

請願・陳情は平日の
午後５時までにご提出願います。

平川市議会広報特別委員会
委 員 長　石　田　昭　弘
副委員長　中　畑　一二美
委　　員　小　野　　　誠
　　　　　北　山　弘　光
　　　　　山　谷　洋　朗
　　　　　佐　藤　　　保

お問合せは
議会事務局へ

☎0172-55-5792
（事務局直通）

提出方法はこちらから▶

令和７年 第２回定例会は
6月５日からの予定
開会は10時です
傍聴席の定員は33名

傍聴して　　
　　みませんか
市本庁舎４階へお越しください

令 和 ６ 年 12 月 定 例 会
審 議 議 案とそ の 結 果（抜粋）

賛 否 が 分 か れ た 議 案 等

水
木
　
悟
志

葛
西
　
厚
平

小
野
　
　
誠

北
山
　
弘
光

葛
西
　
勇
人

山
谷
　
洋
朗

中
畑
一
二
美

石
田
　
昭
弘

石
田
　
隆
芳

工
藤
　
秀
一

福
士
　
　
稔

佐
藤
　
　
保

原
田
　
　
淳

桑
田
　
公
憲

齋
藤
　
　
剛

齋
藤
　
律
子

結
　
果

令和６年度平川市一般会計補正予算（第４号）案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決
平川市高齢者ふれあいセンター条例を廃止する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決
地域社会に貢献するシルバー人材センターの決意と支援の要望に関する請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 採択
○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　　－：採決に加わらなかったもの　議長（石田隆芳）は採決に加わっていません

12月定例会
議　　案　　名 結 果

平川市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市文化センター条例の一部を改正する条例案 可決
平川市公民館条例の一部を改正する条例案 可決
平川市多目的集会施設条例の一部を改正する等の条例案 可決
青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町村総合事務組合規約の変更について 可決
青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町村職員退職手当組合規約の変更について 可決
平川市営駐車場の指定管理者の指定及び指定管理者の管理の期間について 可決
平川市古懸コミュニティ浴場の指定管理者の指定及び指定管理者の管理の期間について 可決
平川市地域特産品生産施設、平川市文化観光館、平川市碇ヶ関関所及び平川市温泉交流館「御仮屋御殿」の指定管理者の指定及び指定管理者の管理の期間について 可決
葛川集会所の指定管理者の指定及び指定管理者の管理の期間について 可決
令和６年度平川市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）案 可決
令和６年度平川市介護保険特別会計補正予算（第２号）案 可決
令和６年度平川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）案 可決
令和６年度平川市国民健康保険診療施設事業診療所特別会計補正予算（第１号）案 可決
令和６年度平川市水道事業会計補正予算（第１号）案 可決
令和６年度平川市下水道事業会計補正予算（第１号）案 可決
令和６年度平川市新屋財産区一般会計補正予算（第１号）案 可決
令和６年度平川市町居財産区一般会計補正予算（第２号）案 可決
令和６年度平川市石郷財産区一般会計補正予算（第１号）案 可決
令和６年度平川市新館財産区一般会計補正予算（第２号）案 可決
令和６年度平川市原田財産区一般会計補正予算（第１号）案 可決
令和６年度平川市大字大光寺財産区一般会計予算案 可決
令和６年度平川市一般会計補正予算（第５号）案 可決

パブリックコメントを
実施します！

平川市議会議員政治倫理条例（案）について、３月17日（月）～４月16日
（水）の期間で皆さまからのご意見を募集します。詳細は広報ひらかわ 
３月号や市ホームページをご覧ください。 募集中または結果公表中の▲

パブリックコメント　

編集後記

平川市議会会議録

各議案の詳細はこちら

QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

　「ヤー」と勇ましい掛け声で盤面に打ち付ける柳の大
枝、高い櫓から撒かれる紅白のゴマの餅、諸産業繁栄・
諸難退散を祈願する猿賀神社七日堂大祭（国選択無形民
俗文化財）が２月４日（旧正月７日）に斎行された。�
　近年災害が頻発している。穏やかな新年を願ってい
たが、年初から豪雪という災害に見舞われた。�
　現代と似た状況にあったのが、聖武天皇の時代。地
震や日照りなどの災害が相次ぎ、天然痘が流行し多く
の人が亡くなった。さらに、貴族の政権争いで国はま
すます乱れた。聖武天皇は、国の災いを鎮め、平和に
するために大仏建立で人々の心を一つにしたという。�
　科学技術が発達した現代でなお人智の及ばない自然
災害。柳からみ、ごまの餅撒き神事に、平川市今年一
年の平和を願った。� （石田昭弘）
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